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西暦　　　　年　　月　　日

株式会社ダナフォーム
研究倫理委員
委員長　戎崎 俊一 殿
所属機関名：　　　　　　　　　　　　　
所属機関長名：　　　　　　　　　　　㊞　


研究終了報告書
下記の研究計画について、研究が終了したので以下のとおり報告する。
	研究課題名
	

	受付番号/許可番号
	

	研究責任者氏名・所属
	氏名：  　　　　　　　所属機関名・部署：

	研究期間（許可）
	西暦　　　年　　月　　日 ～ 西暦　　　年　　月　　日

	実際の終了日
	西暦　　　年　　月　　日

	終了理由
	☐ 予定通り研究完了 　　　
☐ 研究目的達成による早期終了 
☐ 登録目標数未達のまま終了 
☐ 有害事象等による中止 
☐ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	最終登録者数
	登録予定数：　　　名　　　　　最終登録数：　　　名

	主要な結果の概要
	


	研究成果の公表 予定・状況 （指針第7条⑬）
	☐ 論文発表（掲載誌・予定：　　　　　　　　　　   　　）
☐ 学会発表（学会名・予定：　　　　　　   　　　　　　）
☐ 公表予定なし（理由：　　　　　　　　   　　　　　　）

	試料・情報の 保管状況
（指針第7条⑩）
	保管場所： 
保管期間：西暦　　　年　　月　　日まで 
※侵襲＋介入研究は終了報告後5年以上の保管が必要





	試料・情報の廃棄計画
（指針第7条⑩）
	廃棄予定日：西暦　　　年　　月　　日 
廃棄方法：
☐ 電子データ消去（上書き/専用ソフト）
☐ 紙媒体シュレッダー
☐ 試料（滅菌・廃棄）          
☐ その他（　　　　　　　　　　　　　）

	個人情報等の最終処理状況 （指針第18条）
	☐ 全て匿名化済み（復元不可） 
☐ 連結可能匿名化のまま保管（上記保管期間まで） 
☐ 廃棄済み（廃棄日：西暦　 　年　 月　 日）

	インフォームド・コンセントの最終状況（指針第8条）
	同意取得総数：　　　名　　　
同意撤回数：　　　　名 
撤回者データの処理：
☐ 廃棄済み　☐ 匿名化済み(研究計画書の方針に従った場合)

	有害事象の最終 集計
（侵襲研究）
	重篤な有害事象：　　  件
軽微な有害事象：  　　件
☐ 全事象について機関長に報告済み

	多機関共同研究の場合の対応 （指針第6条１(3)）
	☐ 単独機関研究（該当なし） 
☐ 全共同研究機関への終了通知済み 
☐ 研究代表機関への終了報告済み

	備考
	

	【記載上の注意（指針第7条⑩・⑪）】
・侵襲を伴う介入研究は、本報告書提出日から5年以上、試料・情報を保管すること。
・観察研究・既存情報利用研究についても、研究計画書に定めた保管期間を厳守すること。
・廃棄は研究計画書に記載した方法（電子データの上書き消去・紙媒体のシュレッダー等）で実施すること。
・多機関共同研究の場合は、各共同機関が各自で終了報告を行うことが原則。
・該当項目に☑をいれてください。

	事務局記載欄（研究責任者は記載しないでください）
受領日：西暦　　　年　　月　　日　　　担当者：
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